PPM分析

[image: image1.png]PPM&|3 Product Portfolio ManagementZE F4 7260




花形
· ここに位置する事業は、成長性があるため競合も多く、設備投資や開発費など資金がかかる。 

· 金のなる木の予備軍。 

· シェアの維持が重要。 

金のなる木

· ここに位置する事業は、シェアが高く、成長のための投資がさほど必要でないことから、稼ぎ頭といえます。 

· しかし、市場は成熟期に入っており、この事業だけでは、やがて会社は衰退していきます。 

· そこで、金のなる木を資金源として、花形と問題児を次なる金のなる木へ、育てていく戦略が不可欠です。 

· 問題児

· ここに位置する事業は、市場は成長期にあるものの、稼ぎが少ないのが一般的です。 

· 戦略しだいで金のなる木に成長する可能性はありますが、資金が必要でしょう。 

· ほっておくと負け犬になります。 

負け犬

· ここに位置する事業は、市場の成長性が低く、シェアも低い事業です。 

· もはや収益が上がらないので、深入りせず潔く撤退すべきとされます。
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